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月曜日～金曜日 9：00～17：00

④大学で実施する高校生向け公開講座の開催

６ 高大連携取組 取組内容

①高校等への出張講義(１日のみの単発)

②高校等への出張講義(２日以上の複数日程)

③ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の情報通信技術を活用した高校等への講義配信

◆高校生対象体験プログラム（高校生のアカデミック・インターシップ）

　全学科(4学部9学科)で3月末と8月初旬の年2回実施している。
　高校生が各自の興味関心に応じて、HPから受講申し込みを行う。
【体験プログラムとは】
　意欲や関心を持つ高校生に対し、学科の学びや入門、学際的な内容について、大学教
員から直接指導を受け、教育に触れる機会を提供する。
　プログラムは半日以上で実施し、プログラム終了後に「受講証明証」を付与する。
【目的】
　高校生の大学での学びの理解を深め、大学・学科選びのマッチングを図る。
　高校生の探究型の学びへの支援の一助とする。

◆高大接続教育推進協議会

　高大連携に関する協定締結校25校(都立4,千葉県立20,私立1)と本学の併設校2校及び
協力校(千葉県立4校)の計31校で、高大接続教育に関する協議会及び研修会を年2回開
催している。協議会は校長、研修会は総合的な探究の時間等の主担当または管理職を対
象としている。大学側は、学長・大学教員・関係者が25名程度参加している。
　毎回、高大接続教育に関するテーマを設定し、大学教員による講演会や関係者による研
究発表及びグループ協議やワークショップを行っている。
＜令和6年度テーマ＞
協議会：講演「生成AIの現状及び教育利用の方向性と課題」
　　　　　生徒の探究活動での情報収集等における課題（生成AIの利用を含む）
研修会：講演「AI・データサイエンス時代の言語研究と言語表現教育」
　　　　　生成AI・オープンデータを利用した言語表現探究

事前に障害の程度等ご相談ください。大学でのプログラム等に参加が可能な程度の障害
であれば、大学と保護者が協力することで参加できる場合があります。

⑦依頼校の教員向け講座・セミナー・シンポジウム

⑧大学生ボランティアの高校等への派遣

⑤大学の講義の高校生への開放

⑥依頼校と大学教員共同による授業プログラム開発・実践

別添２

和洋女子大学

高大連携支援室

３ 連絡先

047-371-1249

047-371-2175

koudairenkei@wayo.ac.jp
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